
 

３ 女性の活躍推進に関する現状と課題 

 

 （１）採用者に占める女性比率 

職員採用は競争試験により行っており、この試験の受験資格及び試験内容において、

女性にとって不利益は生じないものとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の採用実績は、宇部市及び山陽小野田市の消防事務の共同処理を開始した平成

２４年度から、次のとおりとなっています。 

 

○ 平成２４年度 採用者数１９人 うち女性０人 

○ 平成２５年度 採用者数 ９人 うち女性１人 

○ 平成２６年度 採用者数１４人 うち女性１人 

○ 平成２７年度 採用者数１５人 うち女性１人 

        計 採用者数５７人 うち女性３人 ５．２６％ 

 

また、旧宇部市消防本部では、平成１２年度に２人の女性を採用しており、現在の

女性職員は５人となっています。（定数２９８人 うち女性５人 １．６７％） 

今後は、当消防局職員を志望する女性が増えるよう、より一層の取組が必要です。 

なお、平成２４年度からの採用試験の申込者数及び受験者数の状況は、次のとおり

です。 

（単位：人） 

年度 
申込者数 受験者数 

男 女 計 男 女 計 

平成２４年度 ７９ １ ８０ ６８ １ ６９ 

平成２５年度 ７８ ２ ８０ ６５ ２ ６７ 

平成２６年度 ７８ ４ ８２ ６７ ３ ７０ 

平成２７年度 ９９ ３ １０２ ７８ ３ ８１ 

女性の占める割合 ２．９１％ ３．１３％ 

 

 

 

 

 

職員採用 

～受験資格 

① 年齢１８歳から３０歳まで（男女、救命士資格等制限なし） 

② 採用後管内に居住できる人  

職員採用 

～試験内容 

① 一次試験：筆記試験（全国統一初級(高校卒業程度)）適性検査 

② 二次試験：体力試験（文科省新体力テスト６種目） 

～男女別・２０歳～２４歳で採点 

        面接試験（試験委員による個別面接） 



 

（２）女性職員の配置状況等 

    当消防局の勤務体制は、８時３０分から１７時１５分まで勤務する毎日勤務と、８

時３０分から翌日の８時３０分まで勤務する交替制勤務（隔日勤務・三部制勤務）で

運用しています。 

    今後、適材適所へ職員を配置し、個々の能力を一層向上させ、消防力の強化を図り

ます。 

なお、女性職員５人の配置状況等は次のとおりです。 

                       

項 目 状 況 

配置人数 ・５人 

配置場所 ・消防局総務課１人 

・消防署救急隊２人 

・消防署消防隊２人 

勤務形式 ・毎日勤務１人 

・交替制勤務４人 

年 齢 ・２０歳～２４歳：２人 

・２５歳～２９歳：１人 

・３０歳～３４歳：０人 

・３５歳～３９歳：２人 

勤続年数 ・ ０年～ ９年：３人 

・１０年～１９年：２人 

子 ・有：２人 

・無：３人 

育児休業取得実績 ・職員１：３回取得 計９５２日 

・職員２：１回取得  ３５３日 

（平成２８年３月３１日現在） 

 

（３）管理職に占める女性比率 

平成１２年度から女性職員の採用を開始したことから、現状、管理職に就いている

女性職員はいませんが、女性の能力の活用や組織の活性化等の観点から、管理職に女

性職員を登用することは主要な課題の一つに位置付けられます。 

今後、更なる職域の拡大や、研修等を通じた人材育成に取り組み、女性登用を進め

る必要があります。 

また、昇任するためには、昇任資格試験の合格が必須となることから、女性職員の

昇任に対する意識付けも併せて進めていく必要があります。 

 

● 昇任に対する女性職員の意識 

    「部下を持ち管理監督する立場になるまで昇任したいと思いますか。」のアンケート

結果では、すべての女性職員が「思う」と回答しており、昇進に対する意欲は高い

と思われます。今後、この意欲が失われないようフォローしていく必要があります。 

 



 

● 管理職員の配置状況 

職階 職員数 平均年齢 平均勤続年数 

消防長 １人 ５９．０歳 ３５．０年 

次長級 ３人 ５８．３歳 ３６．０年 

課長級 １１人 ５５．９歳 ３５．０年 

課長補佐級 １９人 ５２．７歳 ３４．６年 

計 ３４人 ５６．１歳 ３４．８年 

（平成２８年３月３１日現在） 

 

 （４）勤続年数・年齢の男女差 

男性の方が勤続年数の長い職員の比率が高くなっていますが、これは女性の採用を

平成１２年度から開始したことにより生じるものです。 

    今後は、勤続年数、年齢のバランスも視野に入れた職員の採用について、検討する

必要があります。 

なお、平均勤続年数及び平均年齢は次のとおりです。 

 

   ● 平均勤続年数（平成２７年４月１日現在） 

 

○ 男性職員の平均勤続年数 １８．９年 

○ 女性職員の平均勤続年数  ６．６年 

○ 全職員の平均勤続年数  １８．７年 

 

   ● 平均年齢（平成２７年４月１日現在） 

 

○ 男性職員の平均年齢   ４０．３歳 

○ 女性職員の平均年齢   ２８．４歳 

○ 全職員の平均年齢    ４０．１歳 

 

 

 （５）休暇の取得状況 

    平成２７年の職員一人あたりの平均休暇取得日数は、９．２日で、毎年９日から 

１０日で推移しています。 

今後、男女を問わず、家庭生活の時間を営むための休暇取得を促進する必要があり

ます。 

なお、平成２４年からの休暇取得状況は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

平成２４年 ９．５日 

平成２５年 １０．１日 

平成２６年 ９．４日 

平成２７年 ９．２日 



 

 （６）時間外勤務の状況 

    平成２７年度の職員一人あたりの月平均時間外勤務時間は、３．５時間で、減少傾

向にありますが、災害の件数及び規模により非常招集等の人数に変動が生じるため、

当該年度によって、その時間が増減します。 

しかしながら、今後、男女を問わず、一般事務に関する時間外勤務を縮減し、家庭

生活を営むための時間にあてることを促進する必要があります。 

なお、平成２４年度からの１人あたりの月平均時間外勤務状況は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 （７）仕事と家庭の両立を支援する制度の現状 

仕事と育児の両立については、育児休業をはじめとする各種制度が設けられていま

す。また、介護についても介護休暇を利用することが可能であるなど、仕事と家庭の

両立を支援する制度は整っていますが、この制度を活用しやすい職場環境を作ること

が求められています。 

 

   ● 育児・介護を支援する主な制度 

項 目 概 要 

特別休暇 ①産前（出産予定日までの８週間以内） 

②産後（出産日の翌日から８週間） 

③生理（３日以内） 

④妊産婦健康診断（妊娠２３週まで：４週に１回） 

        （妊娠３５週まで：２週に１回） 

        （妊娠３６週以降：１週に１回） 

        （産後１年まで：期間内に１回） 

⑤妊娠中の通勤緩和（１日に１時間以内） 

⑥育児時間（授乳等１日２回／１歳未満） 

⑦子の看護（１年に５日以内／小学生まで） 

⑧結婚（１０日以内） 

⑨出産補助（３日以内） 

⑩育児参加（５日以内／出産８週間前後） 

育児休業 ・子が３歳に達するまで取得可能 

部分休業 ・子が小学校就業前まで取得可能（１日２時間まで） 

介護休業 ・対象家族１人につき通算９３日まで取得可能 

平成２４年度 ４．８時間 

平成２５年度 ４．３時間 

平成２６年度 ４．２時間 

平成２７年度 ３．５時間 



 

勤務時間 ①早出遅出勤務（３０分の繰上、繰下勤務） 

・対象：小学校未就学の子,小学校就学で児童クラブ等を利用する子 

    介護を要する家族 

②育児、介護の請求者への１箇月２４時間、１年１５０時間を超える

時間外労働禁止 

③育児、介護の請求者への深夜（２２時から翌５時）労働禁止 

 

   ● 育児休業・介護休暇の取得状況 （単位：人） 

 

 

育児休業 介護休暇 

男性 女性 男性 女性 

平成２４年 ０ ０ ０ ０ 

平成２５年 ０ １ ０ ０ 

平成２６年 ０ ０ ０ ０ 

平成２７年 ０ ０ ０ ０ 

 

 

 （８）女性が勤務する施設環境の現状 

    女性が勤務するための施設等として、毎日勤務では、専用の更衣室、トイレが必要

であり、交替制勤務では、これに加えて、仮眠室、浴室、洗面室及び洗濯機等が必要

となります。現状を把握し計画的に整備する必要があります。 

 

   ● 女性職員用施設の状況 

署所名 更衣室 仮眠室 トイレ 浴 室 
洗 濯 

洗 面 
備 考 

消防局 

宇部中央消防署 
有 有 有 有 有 

毎日勤務は３人まで可能 

交替制勤務は６人まで可能 

宇部西消防署 無 無 有 無 無 
毎日勤務用改修は要検討 

交替制勤務用に改修は不能 

小野田消防署 有 無 有 無 無 交替制勤務用に改修は可能 

山陽消防署 有 有 有 有 有 交替制勤務は２人まで可能 

東部出張所 無 無 有 無 無 
毎日勤務用に改修は不能 

交替制勤務用に改修は不能 

北部出張所 無 無 無 無 無 
毎日勤務用に改修は不能 

交替制勤務用に改修は不能 

楠出張所 無 無 無 無 無 
毎日勤務用に改修は不能 

交替制勤務用に改修は不能 

埴生出張所 無 無 無 無 無 
毎日勤務用に改修は不能 

交替制勤務用に改修は不能 

 



 

   ※ 宇部市は楠出張所を、山陽小野田市は埴生出張所の建設を計画しています。 

  ※ 男女の人権が尊重され、かつ、急速な少子高齢化の進展、国民の需要の多様化そ

の他の社会経済の変化に対応できる豊かで活力のある社会を実現するためには、消

防の分野においても女性職員の増員と働きやすい職場環境を整備する必要があるこ

とは理解できるものの、総務省消防庁から、「女性消防職員の警防業務への従事に係

る留意事項（平成１６年３月消防消第５３号）」により、有毒物のガス、蒸気又は粉

じんを発散する場所における業務について、より慎重に取り扱う必要があると通知

されるなど、女性職員の活動範囲が限られていることも事実です。消防の業務の特

殊性から、単に女性職員を増員するだけでは、消防力の低下を招くことも認識する

必要があります。特に、出張所は配置人員が少なく、火災、救急、救助、すべての

事象に初期対応しており、活動が制限される女性職員を配置する人員的余裕はなく、

この条件の下では、比較的人員が多く、かつ、専門別に職員を配置している消防署

への配属が望ましいことから、女性職員が勤務するための施設整備について、出張

所は対象外とします。 

 

 

 （９）女性職員の意識 

（「女性職員の更なる活躍に向けた検討に係るアンケート調査」より） 

子育てと仕事の両立等、女性職員を取り巻く様々な課題や、職務及び職場に対する

意識等を把握することにより、今後の女性の活躍促進に資することを目的に平成２８

年１月に女性職員を対象にアンケート調査を実施しました。 

交替制勤務を行うことができない時期や、将来的な昇進に関するイメージと意欲、

また、仕事と家庭の両立等を調査内容とし、その結果、様々な今後の課題が把握でき

たところです。（調査結果の詳細については巻末資料参照） 

 


